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自動化で 
変革する

第 1 章

 新しいサービスやイノベーションに対する要求の増加に対
応するため、さまざまな業界でデジタル・トランスフォーメー
ションが進められています。 

 デジタル化されたこの新しい世界においては、スピードと
精度が成功の鍵を握ります。これまで以上に迅速に、セキュリ
ティ重視のアプリケーションと IT インフラストラクチャを開
発、提供、管理しなければなりません。

 IT 運用チームは、イノベーションのサポートにおいて重要な
役割を担います。サービス提供プロセスを効率化し、セキュリ
ティ重視のアプリケーション開発、テスト、デプロイに必要な
プラットフォームとインフラストラクチャを構築することで、デ
ジタル・トランスフォーメーション・プロジェクトを速やかに成
功させるために大きな影響力を発揮することができます。

 多くの組織ではコンテナベースの環境を採用して、クラウド
ネイティブ・アプリケーションの開発とデプロイをサポートし
ています。とはいえ、このような環境の運用には、コンピュート
ハードウェア、ネットワーク、ストレージシステム、外部セキュリ
ティおよび管理ツールなどの外部要素が必要です。

 このような従来の環境とクラウドネイティブの環境を結び付
け、運用面で求められる速度と精度を実現するには、IT 自動
化が有効です。デジタル・トランスフォーメーションの取り組み
のどの段階にあっても、IT 自動化はアジリティ、効率、自信の
向上に役立ちます。

第 1 章

この e ブックでは、クラウド
ネイティブ・アプリケーショ
ン・プラットフォームと IT 自
動化を結び付けてデジタル・
トランスフォーメーションを
促進するメリットについて説
明します。
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ハイブリッド環境向けの
完全な自動化ワークフ
ローを構築する

第 2 章

 IT 自動化により、プラットフォーム、運用、組織文化がひとつ
にまとまり、コラボレーション、イノベーション、デジタル業務の成
功がサポートされます。

テクノロジーとプラットフォーム
 従来の環境、既存の環境、クラウドネイティブの 
IT 環境を接続します。

プロセスとポリシー
 運用上の速度、精度、一貫性を組織全体で向上さ
せます。ポリシーを自動的に適用してコンプライアン
スを確保します。

人とチーム
 人間が読める単一の自動化言語とプラットフォー
ムを使用して、コラボレーションと共有を行います。
チームの運用上の負荷を全体的に軽減し、自己完
結度を高め、スタッフがより興味深いタスクに集中
できるようにします。

エンタープライズ全体で
の自動化の詳細
 自動化によって人、プロセス、テクノロ
ジーをつなげ、ビジネスアジリティ、イノ
ベーション、価値を向上できます。

 組織全体に自動化を導入する方法は、
e ブック「組織を自動化する」をご覧くだ
さい。

自動化は人、プロセス、テクノロジーをま
とめる力です。

第 2 章

https://www.redhat.com/ja/resources/automated-enterprise-e-book
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 Red Hat は、従来型 IT とクラウドネイティブ IT のギャッ
プを柔軟な自動化で埋めるための統合プラットフォームと
ツールを提供しています。Red Hat® OpenShift®、Red Hat 
Ansible® Automation Platform、Red Hat Advanced Cluster 
Management for Kubernetes を組み合わせれば、本物のハイブ
リッド環境を構築して自動化できます。

 これらのプラットフォームを統合することで、従来のインフ
ラストラクチャからクラウドネイティブおよびコンテナ化され
たリソースまで、ハイブリッド IT 環境全体を自動化し、効率
的に管理できます。このため、クラウドネイティブ・テクノロ
ジーとアプローチをより速く容易に導入できます。この組み合
わせは、最適なペースで進めるためにも役立ちます。既存アプ
リケーションの移行とモダナイズ、新しいセキュリティ重視の
クラウドネイティブ・アプリケーションの提供、インフラストラ
クチャの適応と運用を徐々に行っていくことができます。

 Red Hat OpenShift：コンテナ化アプリケーションと
マイクロサービスをデプロイするためのハイブリッドクラ
ウド・プラットフォームです。

 Red Hat Ansible Automation Platform：使いやすく
一貫した方法で、IT 環境と組織全体を自動化します。

 Red Hat Advanced Cluster Management for 
Kubernetes：Red Hat OpenShift クラスタに対して広範
にわたるライフサイクル管理、ポリシーベースのガバナン
ス、正常性監視を行います。

第 2 章

https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/advanced-cluster-management
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/advanced-cluster-management
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 自動化のプロセスは、最も使い慣れている製品を使用し
て開始できます。Red Hat OpenShift とクラウドネイティ
ブ運用の経験があるなら、Red Hat Advanced Cluster 
Management を使用して自動化を始められます。Red Hat 
Ansible Automation Platform のほうが使いやすいなら、こち
らを使って始めることもできます。

 Red Hat Ansible Automation Platform と Red Hat 
Advanced Cluster Management が統合されているので、い
ずれのツールを使っても多数のタスクを処理でき、高い自由
度が得られます。Red Hat OpenShift デプロイメントの管理
には、Red Hat Ansible Automation Platform か Red Hat 
Advanced Cluster Management、またはこの両方を使用でき
ます。もちろん、それぞれに固有の機能とメリットがあります。 

 Red Hat Ansible Automation 
Platform は、組織全体で自動化を構
築し、運用するための基盤です。この
プラットフォームには、ハイブリッドク
ラウド環境においてエンタープライズ
全体で自動化を導入するために必要
なすべてのツールが含まれています。

 Red Hat OpenShif t は、オープ
ン・ハイブリッドクラウド戦略向けに
構築された、エンタープライズ対応 
Kubernetes コンテナ・プラットフォー
ムです。ハイブリッドクラウド、マルチ
クラウド、エッジデプロイメントを管理
する一貫したアプリケーション・プラッ
トフォームを提供します。

 Red Hat Advanced Cluster Management 
for Kubernetes は、セキュリティポリシーを
組み込んだ単一のコンソールで、クラスタとア
プリケーションを制御します。アプリケーショ
ンをデプロイして複数のクラスタを管理し、
クラスタへポリシーを広範囲に適用すること
で、Red Hat OpenShift の価値を拡大します。
Red Hat Advanced Cluster Management は
セキュリティ重視のアプリケーション提供お
よびイノベーションのための複合製品であり、
Red Hat OpenShift Platform Plus に含まれて
います。

 Red Hat OpenShift Platform Plus の詳細
はこちら。

やりやすいところから始める

 Red Hat Advanced Cluster Management は、複数の 
Red Hat OpenShift クラスタに対する広範な管理を目的と
して設計されています。

 Red Hat Ansible Automation Platform は、インフラスト
ラクチャ、アプリケーション、ネットワーク、セキュリティ、管
理ツールに対する IT 自動化を実現します。Red Hat Ansible 
Automation Platform を使用すると多数のクラスタ管理
タスクを実行できますが、多くの場合、Kubernetes アプリ
ケーション・プログラミング・インタフェース (API) にアクセ
スするための自動化を自分で作成しなければなりません。
また、Red Hat Ansible Automation Platform ですでに自
動化を行っている場合、Red Hat OpenShift とクラウドネイ
ティブ・テクノロジーを導入するときに既存の自動化コンテ
ンツを再利用できます。

第 2 章

https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/platform-plus
https://www.redhat.com/ja/technologies/cloud-computing/openshift/platform-plus
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Red Hat OpenShift、Red Hat Ansible 
Automation Plat form、Red H at 
Advanced Cluster Management を組
み合わせることで、最大の価値と柔軟
性が得られます。

プラットフォーム

自動化

管理

Red Hat Ansible 
Automation Platform

運用を単純化し、組織全体で人、プロセ
ス、プラットフォームを連携させます。

Red Hat OpenShift

コンテナベースのアプリケー
ションを、ハイブリッドクラウ
ド・インフラストラクチャ上で
構築、デプロイ、管理します。

Red Hat Advanced 
Cluster Management

セキュリティポリシーを組み込
んだ単一のコンソールで、クラス
タとアプリケーションを制御し

ます。

第 2 章
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 Red Hat Ansible Automation Platform と  Red Hat 
Advanced Cluster Management は統合されているので、ク
ラウドネイティブ環境と従来の IT 環境を、統一されたエンド
ツーエンドの自動化ワークフローで接続できます。Red Hat 
Advanced Cluster Management は  Red Hat Ansible 
Automation Platform ジョブを呼び出してオフクラスタリソー
スを自動化でき、Red Hat Ansible Automation Platform は 
Kubernetes API および Red Hat OpenShift Operator を呼び
出してオンクラスタタスクを実行できます。持っている自動化ス
キルと Ansible のシンプルで読みやすい言語を使用して、独自の 
Red Hat OpenShift Operator を作成することもできます。

 ハイブリッド環境全体を自動化すると、組織内のあらゆる
ところで以下のことを実現するのに役立ちます。

自動化ワークフローを接続する

統合についてさらに詳しく

組織全体で自動化のメリットを体験する

生産性と効率の向上

セキュリティとコンプライアンスの強化

第 2 章

運用の単純化と高速化 一貫性と可用性の改善

エラーおよび構成ミスの削減

Ansible Automation Platform 
のビジネス価値

668%
3 年間の ROI1

854 万米ドル 
組織当たりの年間収益の増加1

23%
新製品や新サービスの市場投
入時間の短縮1

ビジネスアジリティと応答の向上

高い価値を生む戦略的業務へのシフト

1   IDC ホワイトペーパー (Red Hat 後援)、「Red Hat Ansible Automation Platform のビジネス価値」、Document #US51839824、
2024 年 3 月。

https://cloud.redhat.com/learn/topics/operators
https://sdk.operatorframework.io/
https://www.redhat.com/ja/resources/bridging-hybrid-cloud-environments-infographic
https://www.redhat.com/ja/resources/state-of-linux-public-cloud-solutions-ebook
https://www.redhat.com/ja/resources/business-value-red-hat-ansible-automation-analyst-paper
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自動化 + クラウド： 
組み合わせることで
より効果的に

第 3 章

第 3 章

 以降のセクションでは、これらの製品を組み合わせてクラウド
ネイティブへの移行プロセスをサポートする方法について説明し
ます。

Red Hat Ansible Automation Platform 
と Red Hat OpenShift は、既存インフラ
ストラクチャとクラウドネイティブ・イン
フラストラクチャを接続するエンドツーエ
ンドの完全な自動化ワークフローの実装
に役立ちます。

この章の内容

オンクラスタとオフクラス
タのリソースを接続する

3.1

完全なクラスタ管理ワークフ
ローを作成する

3.2

複数インフラストラクチャ上でア
プリケーションをデプロイおよび
管理する

3.3

障害復旧およびビジネス継続性
を効率化する

3.4
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 ほとんどの組織は従来型のインフラストラクチャ、ツール、リ
ソースを抱えており、それらの使用を即座にやめて取り外すこと
はできません。Red Hat Ansible Automation Platform は、従
来型、オフクラスタ、オンクラスタのリソースをまとめて自動化し
て、既存の投資を最大限に活用し、適切なペースで変革を進める
ことができます。

オンクラスタと 
オフクラスタの 
リソースを接続する

第 3.1 章

従来型とオフクラスタのリソースに
は、以下のものがあります。

ネットワークリソース
 スイッチ、無線アクセスポイント、ドメイン名システム 
(DNS)、ロードバランサー、ファイアウォールなどのリソースを
セットアップして構成します。

パブリックおよびプライベートクラウド・サー
ビス
 ホスト型データベースサービス、ハイパーバイザー、サービ
スレス機能など、アプリケーションで使用したいサービスを
プロビジョニングして構成します。
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SaaS (Software-as-a-Service)
 IT サービス管理 (ITSM) やチケッティングシステムなどの 
Software-as-a-Service (SaaS) ツール、サービスカタログ、
その他のホスト型アプリケーションと連携します。

セキュリティツール
 監査、インシデント対応、修復のためのセキュリティおよび
コンプライアンスツールを統合し、自動化します。

物理インフラストラクチャ
 アウトオブバンド管理および仮想化の設定、ファームウェ
ア、ベースライン、その他のベアメタルサーバーおよびストレー
ジアレイ向けの基本機能をセットアップし、構成します。

21 万米ドル
IT インフラストラク
チャのコストの削減1

Red Hat Ansible Automation 
Platform を使用している組織は以
下のような結果を達成しています。

 Ansible Automation Platform を使用すると、IT 自動化を構
築し、大規模に実行できます。以下の e ブックで、IT インフラス
トラクチャ、ネットワーク、セキュリティ運用を自動化する方法を
ご覧ください。

構成管理を超えた自動化

インフラストラクチャのワークフローを自動化する

あらゆる人のためのネットワーク自動化

セキュリティ運用センターを単純化する

1   IDC ホワイトペーパー (Red Hat 後援)、「Red Hat Ansible Automation Platform のビジネス価値」、Document #US51839824、
2024 年 3 月。

https://www.redhat.com/ja/resources/infrastructure-automation-ebook
https://www.redhat.com/ja/resources/network-automation-everyone-ebook
https://www.redhat.com/ja/resources/security-automation-ebook
https://www.redhat.com/ja/resources/state-of-linux-public-cloud-solutions-ebook
https://www.redhat.com/ja/resources/business-value-red-hat-ansible-automation-analyst-paper
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第 3 章

Red Hat Ansible 
Automation 

Platform

Red Hat 
OpenShift

要求された
サービス

IT サービス管理
システム

 自動化で既存およびクラウドネイティブのツールとインフラ
ストラクチャを統合すると、ユーザーがシンプルに使えるセル
フサービスアクションを構築でき、ユーザーの自己完結度と
生産性が向上します。

 たとえば、ServiceNow などの ITSM システムを統合し、
クラウドベースのデータベースを使用するコンテナ化アプリ
ケーションの新しいインスタンスをデプロイするワークフロー
を作成できます。

1. ユーザーが新しいインスタンスの要求を ITSM システム
に送信します。

2. 承認されると、ITSM システムが Red Hat Ansible 
Automation Platform に自動化ジョブを実行するよう
要求を送信します。

ハイブリッド・インフラストラクチャ全体でセルフサービスのワークフローを
作成する

3. 要求されたタスクを  Red Hat Ansible Automation 
Platform が実行します。そうしたタスクには、たとえば、ク
ラウドプロバイダーによるデータベースの初期化、Red Hat 
OpenShift 内でのコンテナ化アプリケーションのデプロイ
と構成、DNS エントリーの作成、自動化ジョブで定義され
たその他のタスクなどがあります。

4. Red Hat Ansible Automation Platform が ITSM システ
ム内のチケットを更新し、アプリケーション・インスタンス
の準備ができたことをユーザーに通知し、チケットをクロー
ズします。

 この自動化ワークフローでは、ユーザーは IT ポリシーに従って
構成されたアプリケーション・インスタンスを取得でき、しかも、
IT 担当者による手作業は必要ありません。
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 Red Hat OpenShift クラスタをデプロイまたはアップデート
する際には、Red Hat OpenShift インストーラーを実行する前
に基盤のインフラストラクチャをセットアップする必要がありま
す。さらに、インストールの後、組織のニーズに合わせてクラス
タの構成を行うことも必要です。Red Hat Ansible Automation 
Platform を使用すると、コマンド 1 つでアクティブ化できる、ク
ラスタのセットアップおよび管理を行うエンドツーエンドのワー
クフローを作成できます。

完全なクラスタ管理 
ワークフローを作成する

第 3.2 章

システムで Red Hat OpenShift インストール
の準備を行います。
 システム準備として、ファームウェアバージョンの更新と検
証、ベアメタル設定の構成、統合された管理ツールのインス
トール、電源管理のセットアップ、オペレーティングシステムお
よびその他の基本ソフトウェアのインストールを実行します。
場合によっては、クラウドネイティブ・ストレージ、固定 IP アド
レス、ストレージボリューム、ネットワーク・ファイアウォール・
ルールなど、その他のインフラストラクチャ要素を設定する必
要があります。

1
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Red Hat OpenShift インストーラーを起動します。
 Red Hat OpenShift インストーラーによってクラスタが作成され
ます。

2

最終的な構成タスクを実行します。
 インストール後のタスクには、ストレージボリュームのマウ
ント、証明書の追加、クラスタを使用できるようにするため
の認証のセットアップなどがあります。最終構成のターゲット
は、他に以下のものがあります。

• グループおよび Namespace

• LDAP (ライトウェイト・ディレクトリ・アクセス・プロトコ
ル) グループの同期と認証

• イメージポリシー

• シークレットおよび証明書

• アラートおよび監視

• ロギング

• Red Hat OpenShift Data Foundation ストレージ

• クラスタ管理ツール

• ワーカーノードの時刻同期

• 暗号化設定

• サブスクリプション

 クラスタのデプロイステータスを反映させ、柔軟なスケー
リングを実現するために、ネットワーク・コンポーネント、構
成管理データベース (CMDB)、ITSM システムの更新が必要
になる場合もあります。多くの場合、これらの項目は Red Hat 
Ansible Automation Platform と Red Hat Advanced 
Cluster Management の統合を利用して行います。

3
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 前述の例のようにクラスタ管理を自動化するカス
タムワークフローを作成したり、Red Hat Ansible 
Automation Platform と Red Hat Advanced Cluster 
Management の機能とインストールプラクティスを任意
に組み合わせて使用したりすることができます。

 自動化ワークフローによってクラスタ作成タスクが速や
かに反復可能になるので、よりすばやく容易に、一貫性を
維持しながら新しいクラスタを導入し、既存のクラスタに
ノードを追加できます。完全なクラスタ作成ワークフロー
があると、管理者はクラスタにログオンして手作業でカス
タマイズする必要がなくなります。クラスタは、誰かがロ
グオンした時点で、使用できる状態になります。

 クラスタとノードの準備が完了して管理プールに追加さ
れたら、Red Hat Advanced Cluster Management から
直接管理できるようになります。継続的な管理タスクに 
Red Hat Ansible Playbook を使用して、問題やポリシー
非準拠の状況が発生した場合に自動で修復させることも
できます。

 また、Red Hat Ansible Automation Platform を使用すると、
必要な事前タスク (etcd の状態のバックアップなど) と、サービ
スやアプリケーションをオンボーディングして構成する Red Hat 
OpenShift Operator を 1 つのコマンドで実行する、クラスタ
アップグレード用ワークフローを作成できます。アプリケーショ
ンのオンボーディングの詳細は、次のセクションで説明します。

クラスタアップグレードを自動化する 自動化のヒント
 R e d  H a t  A d v a n c e d  C l u s t e r 
Management は Red Hat OpenShift 
クラスタ上で実行されるので、Red Hat 
Ansible Automation Platform を使
用して Red Hat Advanced Cluster 
Management クラスタをインストールし
て設定できます。
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 Red Hat OpenShift クラスタを作成したら、その上にアプリ
ケーションやサービスをデプロイする必要があります。Red Hat 
Ansible Automation Platform は、Red Hat OpenShift、その
他の Kubernetes ディストリビューション、非 Kubernetes プ
ラットフォーム、エッジ環境に、セキュリティ重視のアプリケー
ションを一貫した方法で迅速にデプロイできるようにします。
Red Hat OpenShift を使用して開発されたアプリケーション
は、他のプラットフォームにデプロイすることもできます。たとえ
ば、接続されていない環境、定期的に接続される環境、隠され
ている環境、Podman で Red Hat Enterprise Linux® を実行し
ているシステムなどです。 

複数インフラストラクチャ
上でアプリケーションを 
デプロイおよび管理する

第 3.3 章

https://www.redhat.com/ja/technologies/linux-platforms/enterprise-linux
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 Red Hat Ansible Automation Platform では、アプリケーショ
ンのデプロイプロセスの中で、ロードバランサー、データベース、
ファイアウォール、監視ソリューションなど、アプリケーション運
用に必要なオフクラスタリソースを構成できます。ITSM システ
ムで変更要求をトリガーしたり、ITSM システム内のデプロイス
テータスをアップデートしたりすることもできます。

 さらには Red Hat OpenShift Operator と Helm Chart をよ
り大規模なアプリケーション・デプロイ・ワークフローに統合し
て、1 つのコマンドで迅速に起動することができます。Ansible 
Content Collections で提供されているモジュールを使用すれ
ば、Kubernetes API と Helm Chart を通じて Operator を自動
化できます。

自動化のヒント
 Red Hat Advanced Cluster Management を使用す
ると、Red Hat Ansible Automation Platform を介して 
Red Hat OpenShift にデプロイされたすべてのアプリ
ケーションリソースを表示、監視、アップデートできます。

Red Hat Ansible 
Automation 

PlatformRed Hat OpenShift を
使用して開発されたア
プリケーション

Red Hat Enterprise Linux 
コンテナ化アプリケーション

Red Hat OpenShift Kubernetes 
ネイティブ・アプリケーション

Red Hat Enterprise Linux 
デーモン・アプリケーション

https://catalog.redhat.com/software/operators/explore
https://www.ansible.com/blog/automating-helm-using-ansible
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 Red Hat OpenShift はアプリケーション開発およびデ
プロイ向けに耐障害性のあるプラットフォームを提供しま
すが、基盤インフラストラクチャに問題があった場合、ク
ラスタで障害が発生する可能性があります。プロダクショ
ン・アプリケーションと運用にビジネス継続性を持たせる
には、効果的で自動化された障害復旧が不可欠です。

ハードウェア、ソフトウェア、クラスタ、アプリケーションを
含む、障害復旧サイトを立ち上げる

再ビルド、クローン作成、障害復旧ワークフローで使用するた
め、etcd や永続ストレージボリュームなどのステートフルなコ
アサービスなど、クラスタのルーチンのスナップショットおよ
びバックアップを実行する 

障害が発生したクラスタおよびサイトにネットワークトラ
フィックを再分配し、ビジネス継続性を確保する

クラスタの作成とアプリケーションのデプロイを行うエ
ンドツーエンドの自動化ワークフローを使用して、障害
が発生したクラスタとサイトを再ビルドし、復旧する

実行中のノードやクラスタと同一のホットスペアノードと
クラスタを作成する

障害復旧およびビ
ジネス継続性を 
効率化する

第 3.4 章

 Red Hat Ansible Automation Platform を Red Hat Advanced Cluster Management と組み合わせると、デプロイ、バッ
クアップ、リカバリーのプロセスを自動化し、必要なときに環境をすばやく正確に再作成するのに役立ちます。

61%
予定外ダウンタイムの削減1

Red Hat Ansible Automation 
Platform を使用している組織は以下
のような結果を達成しています。

1   IDC ホワイトペーパー (Red Hat 後援)、「Red Hat Ansible Automation Platform のビジネス価値」、Document #US51839824、
2024 年 3 月。

https://www.redhat.com/ja/resources/state-of-linux-public-cloud-solutions-ebook
https://www.redhat.com/ja/resources/business-value-red-hat-ansible-automation-analyst-paper
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成功事例
第 4 章

 Blue Cross and Blue Shield of North Carolina (Blue 
Cross NC) は、よりよく、よりシンプルで、より安価に利用
できる医療の実現を目指して保険事業を展開しています。
このビジョンの実現に向けて、同社は IT の内製化 (社内
化) に移行し、Red Hat テクノロジーを活用して適応性に優
れた IT 環境を社内に構築し、自動化しました。

 同社は新しい環境を Red Hat Enterprise Linux 上で
動作する Red Hat OpenShift を基盤に構築しました。さ
らに、Blue Cross NC は人間が読める Playbook を使用
して Red Hat OpenShift の自動化機能を強化できるよう 
Red Hat Ansible Automation Platform をデプロイしま
した。 

 また、Red Hat の技術エキスパートからの支援とトレーニ
ングを受け、効率性を強化し、プロビジョニング関連のコス
トを削減しました。その結果、同社はわずか 2 年で 85 万米
ドルを超えるコストの節約と 7 万時間分の作業の削減を実
現しました。

お客様導入事例を読む

https://www.redhat.com/ja/resources/bcbsnc-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/bcbsnc-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/bcbsnc-case-study
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 あらゆる業界の組織が Red Hat Ansible Automation Platform と Red Hat OpenShift を使用して、ビジネスを成功に導いてい
ます。以下のお客様企業のロゴにカーソルを合わせると、お客様導入事例を読むことができます。

さまざまな業界でのメリット

第 2 章 第 3 章 第 4 章 第 5 章第 1 章

Petar Bojovic 氏 
Blue Cross NC テクノロジー・インフラストラクチャ担当ディレクター

 「複雑で繰り返しの多い数々のタスク
を Ansible Automation Platform で自
動化することで、コスト効率の良い、一貫
性のある効果的な処理を可能にする IT 
がビジネス価値を生み出すことを実証で
きました。最初の 2 年だけでも 20 万の 
Ansible Playbook を実行し、推定 7 万
時間分の作業を削減できました」

第 4 章

https://www.redhat.com/ja/resources/netapp-customer-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/michigan-dtmb-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/netapp-customer-case-study
https://www.redhat.com/ja/resources/michigan-dtmb-case-study
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自動化を始め
ましょう

 Red Hat は、お客様がデジタル・トランスフォーメーショ
ンのどの段階にあっても、本物のハイブリッド環境の構築
と自動化を支援できます。Red Hat Ansible Automation 
Platform、Red Hat OpenShift、Red Hat Advanced 
Cluster Management for Kubernetes を使用すれば、運用
を効率化し、アジリティを向上させ、クラウドネイティブ・テ
クノロジーとアプローチを、より効率的に短時間で導入でき
ます。

IT 自動化は、従来型とクラウドネイティ
ブの環境および運用のギャップの解消
に役立ちます。

第 5 章
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https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible
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